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１．宇宙開発利用の新たな領域創造への貢献
従来、大規模な地物の変化解析を行う際は、高価な高分解能衛星画像を多数入手する必
要があり、費用負担が大きかった。一方、低解像度画像では詳細情報が得られず、高解像度
画像の再入手が必要となる場合が多かった。
そこで、異なる分解能の光学衛星画像で動作するAI（物体検出・変化検出）を組み合わる
ことで、大局的な変化を高速で把握し、かつ詳細な分析を可能とするプロダクト「RIDGE 
DUAL AI」を開発した。
無償・安価な低解像度の衛星画像と、ユーザーに役立つ情報を抽出するのに必要な高分
解能衛星画像を、最適なバランスで調達、分析することが可能となり、ユーザーの費用負担
や解析の手間が大きく削減される。
今後増え続ける様々な分解能の衛星画像をAIにより最適な選択が可能なため、ユーザー
の衛星データ利用の費用及び分析工数の負担を大きく減らし、宇宙開発利用のすそ野を広
げる効果があると期待される。
すでに、国土地理院での地図更新業務試行や、NHKの番組作成における紛争地域での
被害状況の把握など、これまでに複数の官庁・企業に活用され実用段階にある。今後も環境
問題・災害対策、SDGs分野などでの利用が期待される。

２．宇宙開発利用市場の拡大への貢献
2016年の創業以来、AIを活用した作付作物解析手法の検討（農林水産省・JAXA）や、土
砂崩れ解析（JAXA）等の業務を経て、衛星解析に関する検討を加速。その後も、商用・非商
用の両面で多数事例を創出している。
衛星画像解析事業の売上は、年率100％以上の伸びを実現しており、2022年度は売上
約8,000万円を達成。今期2023年度は売上2億円を見込んでいる。
また、衛星解析AI事業のポテンシャルを評価され、VC（ベンチャーキャピタル）から計１５
億円調達。順調な売上成長も評価され、2023年4月には東証グロース市場に上場した。上
場後も衛星解析AIを主要事業と位置づけ、「影除去AI」を発表し、テレビ東京「WBS」にも取
り上げられるなど、引き続き国内の衛星xAIのプレーヤーとして市場開拓と利用シーンの創
出に貢献している。
今後は衛星画像データホルダに加え、航空写真・ドローン撮影など様々なデータと組み合
わせることでソリューションの幅を広げていく。また、「RIDGE DUAL AI」に使われる技術を
軸に、監査法人と脱炭素ソリューションの事業検討なども前進しており、国内市場にとどま
らない市場開拓に向けて活動している。

３．経済・社会の高度化への貢献
「RIDGE DUAL AI」を活用して、官民を超えた経済・社会の発展に既に貢献している。
ミャンマーにおける家屋焼失の分析は、NHKスペシャルにて放送された。こうした紛争や自
然災害などのように、現地の取材が難しい大規模な社会課題について、社会情勢の最新状
況を衛星データ分析により取得し、被害状況を迅速かつ客観的な分析をして発信する仕組
みは今後も期待されている。
また、国土地理院の業務に向けても利用されており、広範なエリアから道路及び建物の変

化を検出するアルゴリズムを提供している。現在、国土地理院では電子基本図更新の
際に地図情報と空中写真を用いて地図更新範囲を人手で決定しているが、本技術を用い
ることで地図更新作業の時間的・人的コストの大きな削減が期待される。
「RIDGE DUAL AI」を構成する技術や活用事例については、上記以外にも安全保障など
衛星データを用いた変化検知・物体検知について多くの引き合いを受けている。また、監査
法人との脱炭素ソリューションの事業検討も行い、社会・産業の発展に貢献している。
４．技術への貢献
「RIDGE DUAL AI」の技術貢献は、異なる分解能の衛星を用いる仕組みと、変化検出と
物体検出の２つのAIを用いる仕組みの２つが挙げられる。
異なる分解能の衛星を用い、無償・安価な低解像度の衛星画像と、ユーザーに役立つ情報を
抽出するのに必要な高分解能衛星画像を、最適なバランスで調達することが可能となり、ユー
ザーの費用負担と調達にかかる手間を大きく削減できた。また、変化検出や物体検出など複数
のAIを組み合わせ、単体のAIでは解決できないケースにも対応することが可能となった。
上述の関連技術は、著名な査読付き学会であるICLR2022のAI for Earth and Space 
Scienceワークショップにて採択され、発表された実績もあり、学会や技術コミュニティにも
新規性と実用性の両方から認められている。また要素技術である「前処理を自動で選択す
るAI」は既に特許査定されている。
本技術はNHKや国土地理院などで既に利用されており、利用促進を支える技術となって
いる。今後は新しい光学衛星にも対応し、さらに高速かつ詳細に分析するための技術開発を
継続し、汎用性と実用性を高めていく予定である。
５．国民理解の増進・人材育成への貢献
テレビ放送やメディア掲載にて幅広い対象にも伝わるAIの利活用事例を積極的に発信し
ており、WBSやNHKで放送されるなど、官民を超えて認知されている。
▼衛星解析関連での実績
2023年
●S-NET セミナー @ 鹿児島に登壇
●テレビ東京「ワールドビジネスサテライト」にて、弊社「影除去AI」解析技術を特集
●東京証券取引所グロース市場上場　宇宙衛星銘柄として複数媒体が特集
2022年
●NHK スペシャル「忘れられゆく戦場 ～ミャンマー 泥沼の内戦～」にNHK と共同調査
した衛星画像解析データが放映
●『CNET Japan × UchuBiz Space Forum』パネルディスカッション登壇
●「AI×GISで加速する地理空間情報の活用ウェビナー」に登壇（参加者300名超）
●船井総合研究所「宇宙ビジネスサロン」登壇
●書籍「いちばんやさしい衛星データビジネスの教本」に掲載
●日経主催 宇宙の未来2022に登壇。日経新聞に対談内容が掲載（参加者2000名超）
●宙畑「宇宙ビジネス企業50社以上とゆく年くる年、2022年のトピックと2023年の展
望」に「GRASP EARTH Forest」掲載
など多数

　異なる解像度の衛星データを組み合わせて分析する技術はポテンシャルが大きく、既
にミャンマーでの事例など具体的な問題に活用されてことは評価できる。紛争や災害へ
の貢献は、今後もニーズが高いと思われ、更なる実利用の開拓が望まれる。
　地物変化の抽出は、地図情報の修正はもとより、植生の確認やインフラ監視などにも
資する重要な技術開発テーマであり、今後の市場拡大に際しても、国際的な学会や国内
メディアを通じたPRも十分であり期待できる。

　無償・安価な低解像度の光学衛星画像と、高価だが詳細な高分解能画像を組み合わせ
て分析するAI（物体検出・変化検出）ソリューション「RIDGE DUAL AI」を開発。大局的な
変化を高速で把握しつつ、詳細な変化検出が可能で、衛星データ利用負担を大きく減ら
すことに成功。すでに、国土地理院での地図更新業務や、NHKでのミャンマー紛争地域に
おける被害状況の把握など、複数の官庁・企業の衛星分析に活用され、分析結果は地上
波で放送された。

１．宇宙開発利用の新たな領域創造への貢献
●SAR衛星は自ら発射した電波の跳ね返り（後方散乱）から画像を得る。
光学衛星とは異なり、夜や雲などの条件下でも観測ができるのが特徴
である。
●今回はSARの特性として、海面上にオイルが流出した際に通常の海面とは
異なる見え方（海面上の油膜によってオイルが黒い筋のように暗く映る）と
なることを応用し、海洋オイル漏れを検知するサービスとして提供した。
●海洋オイル漏れの衛星画像からの検出は研究としてはこれまでも取り
組まれてきたが中東政府向けの商用サービスとしては新たな取り組みと
なる。
●今回はスカパーＪＳＡＴ株式会社および、伊藤忠商事株式会社が共同で
衛星データを活用した海外向け解析サービスを提供する、初めての事例
となる。

2．宇宙開発利用市場の拡大への貢献
●カタール政府環境省に対するSAR衛星を使った海洋オイル漏れ検知
サービスを2023年6月から提供開始。
●全世界で、石油タンカーによるオイル流出事故は1970年代以降、約
2,000件報告されている。
●特にカタールを含む、多国籍船舶が多く航行するペルシャ湾沿岸では、
オイル流出対応策を長年検討しており、環境保護の観点からも、船舶か
ら漏れ出したオイルを沿岸部への着岸前に可能な限り早く検知し対処
することが重要とされている。
●今回、カタール政府が本サービスを導入したことを契機として他のペルシャ
湾岸諸国からも問い合わせがあり、今後の契約数の伸びが期待できる。
●また、スカパーＪＳＡＴは、伊藤忠商事と共同で本サービスの提案活動を
進めており中東以外にも世界中に拠点を持つ伊藤忠商事株式会社の
ネットワークによりグローバル市場への進出が期待できる。

３．経済・社会の高度化への貢献
●全世界で、石油タンカーによるオイル流出事故は多数報告され、環境保護

　の観点からも、船舶から漏れ出したオイルを沿岸部への着岸前に可能な
限り早く検知し対処することが重要とされている。
●今回の海洋オイル漏れ検知サービスによって、流出事故自体は防げな
いが沿岸部への着眼を防ぐことができるため、持続的な社会実現に貢
献していると考えられる。
●今後、本サービスを継続的にカタール政府へ提供することに加え、同様
の需要がある海域の国や企業でも利用できるように展開していくこと
で、沿岸部の海水淡水化施設や発電所などの重要施設をオイル漏れに
よる被害から防ぎ、海洋環境を保護していくことが期待される。

４．技術への貢献
●SAR衛星からの海域の観測頻度について、衛星数の少なさからデイ
リーでのモニタができないという課題があった。
●今回は10機以上の様々なSAR衛星を組み合わせてバーチャルコンステ
レーションとして利用することにより、幅広い海域の観測を可能とした点
や、デイリーおよび緊急時の観測レポートを提供できるようにした。
●そうした点がカタール政府環境省にて評価されサービスの導入に至っ
た。
●1995年に世界で初めてKSAT社が衛星観測によるオイル漏れ検知技
術を確立し実用化しその技術を活用している。

５．国民理解の増進・人材育成への貢献
●宇宙からSARの観測データを使って身近な海の環境を守るという本
サービスは、宇宙に馴染みのない層や次世代を担う子供達でも理解が
できるものである。そのため本サービスのさらなる展開は宇宙利用の裾
野の広さを理解するのに相応しい事例である。
●2023年6月15日付日本経済新聞朝刊（13面）に本サービス提供開始
したことが報じられた。
●カタール政府環境省公式Twitter(@moecc_qatar, 2023/6/16)に
てカタール環境大臣と面会する伊藤忠商事株式会社/スカパーJSAT株
式会社のメンバーの様子が報告された。

　日本として、戦略的・政策的に重要な地域である中東における良いサービス事例で
あり、カタール政府が本サービスを導入したことを契機として、他のペルシャ湾岸諸国
からも問い合わせがあり、今後の契約数の伸びが期待できる。
　SAR衛星を利用し船舶からの海上のオイル漏れを特定することが可能となるもので
あり、すでにカタール環境省に提供を開始している。本サービスの普及によりオイル流
出による海洋汚染への早期対処につながり、海洋環境の保全や資源の有効活用の効
果が期待される。

　スカパーＪＳＡＴ株式会社は、伊藤忠商事株式会社と共同で、カタール環境省に対し、
SAR衛星画像を活用した海上オイル漏れ検知サービスの提供を開始した。
　本検知サービスは、SAR衛星画像を用いて、海上のオイル漏れを検出するもの。その
後、船舶から発信されるAIS（船舶自動識別装置）情報と組み合わせて解析し、オイル
漏れのあった船舶を特定することが可能となっており、本サービスによりペルシャ湾沿
岸の環境保護に貢献している。

NHKでの報道画像

カタールMECC向けオイル漏れ検知サービスのイメージ

オイル漏れ画像（左）、AIS(船舶自動識別装置)情報（右）「RIDGE DUAL AI」の概要

大規模地物変化検出AIによる地理変化や
紛争地域の分析活用

株式会社Ridge-i
TEL： 03-5208-5780 Mail： contact@ridge-i.com Web： https://ridge-i.com

問い合せ先 スカパーJSAT株式会社
Mail: pr@sptvjsat.com

伊藤忠商事株式会社
Web: https://www.itochu.co.jp/ja/inquiry/index.html
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株式会社Ridge-i　柳原 尚史、 市來 和樹、 畠山 湧

カタール政府環境省への海洋オイル漏れ検知サービス提供

環境大臣賞
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伊藤忠商事株式会社　荒巻 裕史
スカパーJSAT株式会社　平田 大輔




